
チェルノビル出張報告

機械学会 原子力安全規制最適化研究会 ２０１２．１２．１９

ＩＡＥＡ、ＯＥＣＤ／ＮＥＡ ＩＳＯＥ委員会 第７代議長

同 Severe Accident Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ委員会 初代議長

水町 渉



ウクライナ

• 紀元前７世紀に、アジアとヨーロッパ、エジプトを結ぶ、
交通の要地として栄えた。

• ９世紀からキエフ公国として繁栄。お姫様は、スウェー
デン、イギリス、スペイン、フランス王家に嫁いだ。

お姫様の談話「パリのような田舎に行きたくない。」

• １３世紀にキエフ公国が、蒙古のジンギスカンに滅ぼ
される。

・ １５世紀にオスマン・トルコに支配される。

・ その後、ロシア、ドイツに支配される。

・ １９９１年にソ連の崩壊で、独立宣言した。





ウクライナの原発の推移

１９８６年 チェルノビル４号機事故
１９９１年 ウクライナ独立

この５年間、ソ連はチェルノビル１，２，３号機の運転を
継続（特に３号炉は壁１つで４号炉）

１９９２年 ウクライナ議会が、国民の放射能の恐怖をあおり、
１５基の原発全てを停止。
当時のおばあさんの談話「電気がなくても、ローソクで
テレビを見るから大丈夫」が実話として残っている。

１９９４年 大停電の連続で、産業が崩れ、経済が崩壊した。
議会は、１５基全ての原発を再稼動。

２０００年 アメリカはじめヨーロッパからチェルノビル１，２，３号機
の停止要請で、３基のみ停止。１２基運転。

２００５年 ３基のＶＶＥＲ、１００万ｋｗを新規完成。１５基運転中。
現在 全電力の５０％を、１５基の原発で発電中。



４号機の石棺は
ブロックを積んだのみ



新しい鉄骨密封構造物
の第１期完成。
全ての完成は、２０１５年
総予算は、１５００億円
イタリア製のリベット構造



現在の石棺の屋根に穴
雨水、雪が建屋内に侵入
対策が急務だった。



壊れた内部の詳細な模型



現在も働いている３０００人用の食堂



5号機は、ほぼ完成していたが運転せず。
１～4号機の冷却は川から取水。
5，6号はＣｏｏｌｉｎｇ Ｔｏｗｅｒ



ウクライナ大統領直轄
戦略問題研究所
Olg NASVIT氏、Volodymyr RYABTSEV氏



非常事態省 及び 立入禁止区域管理庁
Dmystvo BOBRO氏（Fierst Deputy Head）
Oleg PINSKYL氏（Head of Department）



スラブーチッチ市
チェルノビル・センター



ポテト、野菜、肉、動物、
鳥、魚の放射能検査



汚染マップ



スラブーチッチ市
模型と写真



夢の町を目指したスラブーチッチ市
・ チェルノビル原発の西５０ｋｍに新しい町を作った。

・ 現在、２４，７２０人が住んでいる。
・ 夢の町を目指し、車道、自転車道、歩道を並木で分離

している。冬、自転車道はスキーの道となる。

・ 子供を重視し、４００ｍ毎に幼稚園を７ケ建設した。

最大２００ｍ歩く距離とした。

・ 幼稚園には、プール、コンピュータ・ルーム、ジム完備。

・ 産業を興し、チェルノビル特産の刺繍を生かし、コン

ピュータ処理の刺繍工場、洋服工場、ガラスに印刷

する工場などをつくった。

・ チェルノビル地方は、スポーツと芸術が盛んであり、

ジム、楽器演奏、絵画などに力を入れている。



福島に夢のニュー・タウン建設を
ー 負の財産だけでなく、明るい町つくり ー

• １９８６年４月の事故後、８月に建設を決定し、１９８８年
３月に移住。１年８ケ月の早業である。チェルノビル原

発の従業員と家族を無料で家を提供した。

・ 現在は一般の希望者が入居している。

・ 病院コンプレックスを作り、無料診療している。

・ スーパーはキエフより良いと評判で、朝つみ野菜や

新鮮なミルクなどが好評とのこと。

・ 周りの畑は天地返しで５ｍｍＳｖ／年以下とした。

牧草も問題なく、ミルクもＯＫである。

・ 市長は２４年勤めており、毎週月曜日に市長と住民が

集まり、意見交換を継続して反映しており羨ましい。



写真をコンピューター処理して刺繍画



グ
グラスに印刷



柔道、サッカー、
ボクシング選手誕生



音楽活動



絵画教室



病院コンプレックス





子供の天国



放射線医学研究センター
チェルノビル事故で被曝した
２万３千人を登録。登録者
専用の病院・600名入院中。





国立科学・環境・生命大学





国立農業放射線研究所
カシュパロフ所長



プルーシャン・ブルー
２ケ月で牛のセシュームは、１/１７



牛は塩を舐めるので
塩入プルーシャン・
ブルーを開発



プルーシャン・ブルーで牛の放射能１／１７に

カシュパロフ 農業放射線学研究所 所長との面談

• プルーシャン・ブルーは、放射線セシュームを排出
する効果がある。

・ プルーシャン・ブルー（Prussian Blue, PB)は、
フェロシアン化第２鉄で、毒性が低く、日本でも認可

されている。主に青色原料として、ペンキ、インク、

クレヨンに使われている。

・ 粉状のものは、牧草にまぜ、２ケ月で牛のセシュームは

１／１７になった。（1年間、汚染された牧草を食べた牛）
・ 固体は塩と混ぜてあり、放牧の牛用に開発した。

・ 安いものであり、無料で酪農家に配布した。



ミルクは捨てるな

カシュパロフ 農業放射線学研究所 所長との面談

• 牛を殺して、牛肉として放射能が規定値を超えて捨てる
のは、かわいそうなので、生きたまま測定出来る測定器

を開発して使っている。

・ 日本でミルクをドブに捨てている光景を見た。プルシアン

・ブルーを食べさせ、上記の測定器を使えば問題ない。

・ 万が一、ミルクの放射能が高かった場合は、チーズに

すれば問題ない。

・ 日本でミルクが毒ならば、大地に捨てるのはケシカラン。

大きなミルクの処理場を作って処理すべき。



プルトニューム
汚染マップ
福島はなく
楽なはず。











チェルノビル博物館で4号
オペレイターと計装エンジニア



ギリシャ正教教会



ホテル



結論
・ ウクライナは、チェルノビル事故で２年間、原発

１５基を全て停止し、大停電の連続で、経済破綻

をして、１５基全てを再稼動した。その後も経済

状況は改善せず、大変苦労している。

・ 彼らは事故後26年間、苦労している。日本も同じ
道を歩むことになり、ウクライナの経験をしっかり

学ぶ必要がある。良い事例として

・ 牛はプルーシャン・ブルー投与で殺さない。

・ 福島は負の財産のみでなく、スラブチッチを参考

に明るい町作りを、今後提案していく所存である。


